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会報 
ＮＯ.188 
 2025 年 
 ９月 20 日 
瀬戸市追分町64-１ 

瀬戸市職労組 事務所 
056１-84-4760  

fax   84-4767 
郵便振替口座番号 
008２0-9-１05１２0 

 
連絡先 

事務局  

寺脇 
057２-２３-5899 
 fax 同上  
携帯 

０９０-６５７５-4３７0 
Ｅメール 

tera-m@ob.aitai.ne.jp 

 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

２
０
２
６
年
度 

 
 

会
費
お
よ
び
カ
ン
パ
を
頂
い
た
方 

 

瀬
戸
市 

 

 

片
山
保
代
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

渡
辺
哲
国
さ
ん 

３
３
７
０
円 

 

大
島
武
彦
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

浅
村
和
夫
さ
ん 

２
０
０
０
円 

 

梅
野
敏
基
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

岡
村
浩
子
さ
ん 

１
０
０
０
円 

名
古
屋
市 

 

山
田
富
久
さ
ん 

５
０
０
０
円 

 

森 

雅
欣
さ
ん 

１
０
０
０
円 

 

丸
田
義
博
さ
ん 

１
０
０
０
円 

日
進
市 

 

畠
山
佐
白
合
さ
ん 

１
０
０
０
円 

岡
崎
市 

 

成
瀬
昭
彦
さ
ん 

２
０
０
０
円 

長
岡
京
市 

 

福
嶌
美
和
子
さ
ん 

３
０
０
０
円 

 
 

２
０
２
６
年
９
月
15
日
現
在 

+

０
一
１ 

 
 
 
 
 
 

 
 

会
員 

１
５
６
名 

 
 

  2026 年度 

会費・カンパの 

お願い！ 

本会は総会を持って

会計年度が替わります。

８月2日以降にいただい

た会費・カンパは 2006

年度会計に計上されま

す。同封の振込用紙でご

送金ください。よろしく

お願いします。 
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8月 14日（木）～17日（日）の 4日間、

市民ギャラリー矢田で「あいち平和のための

戦争展 2025」が開かれました。入場者数は

1550名ほど、高校生の発表などもあり会場

は終始、熱気に包まれていました。 

保存する会の展示は昨年 11月から取り組

んでいる瀬戸市に対する質問状の回答や関

連諸団体の戦跡保存に対する見解を中心に

行いました。また現在、取り組んでいる空

襲死亡者名簿（関連記事５P）の入力作業を

見ていただくためにスクリーンの設置も行

いました。旧知の方だけでなく、関ケ原火

薬庫の保存運動に携わってみえる方などと

も知り合いになれて大変、有意義な 4日間

でした。       （寺脇） 

ピ
ー
ス
ス
テ
ー
ジ
で
講
演
さ
れ
た
猿
田

佐
世
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

関ケ原火薬庫の保存に取り組む岐阜日中

文化交流会会長の辛軍青さんと 
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８
月
５
日
瀬
戸
市
平
和
委
員
委
員

会
な
ら
び
に
瀬
戸
の
九
条
の
会
な
ど

が
集
め
た
カ
ン
パ
２
２
９
５
３
０
円

を
大
会
に
出
席
す
る
聖
霊
高
校
生11

名
と
先
生
方
に
贈
呈
し
、
座
談
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

 

第２８回戦争遺跡保存全国シンポジウム

信州松本大会が８月２３日～２５日の 3日

間、松本第一高等学校で開かれました。 

記念講演会では大串潤児さんが「戦後 80年

を生きる」―戦争に向かい合う心理と論理―

と題して講演会が開かれました。 

2日目の分科会（第 2分科会）ではドローン

計測でレーザー探査で多くの戦跡を見つけ

た奄美大島瀬戸内町の報告（写真左下）やク

ラウドファインディングで得た資金をもと

に行った模擬原爆パンプキンの破片分析な

ど最先端技術での調査報告がありました。参

加者は 2日間でのべ約 300名でした。3日目

は駒ヶ根の登戸研究所疎開工場を見学しま

した。          （寺脇） 

大会の会場になった松本第一高等学校。 

下は全体会のようす。左上は 2日目の第 2

分科会の会場。 
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訃報 篠崎喜樹先生ご逝去 
東海交流会の皆さま 

いつもお世話になります、岐阜空襲を記録する会の中島です。 

昨日、当会代表の篠崎喜樹先生が亡くなられました。しばらく 

前から心臓が弱っておりました。享年 90歳でした。 

先生は 10歳（国民学校５年生）の時に岐阜空襲を体験し、高校 

教諭時代の 1975年に岐阜空襲を記録する会を教諭仲間と共に 

立ち上げました。以来 50年、岐阜の戦史記録と平和啓発活動 

を続けてみえました。たくさんの教え子さんに慕われた方でも 

あるので、教え子を代表して告別式では中島が弔辞で御礼を申 

し上げます。毎年 12月の東海交流会には、近年は足を運べなくなり Zoomになりましたが、毎

年参加して皆さまと交友できるのを楽しみにしておりました。各地の皆さまの活動ぶりが、励み

になっておりました。（中略） 

篠崎先生は決して押しの強いタイプではなかったですが、地元役所・教育委員会・報道機関、す

べてで信用のある人で、岐阜市立の「平和資料室」開設も実現に導きました。たぶん先生が「無

私」の人だったからだと思います。先生の 50年の蓄積をすべて教えていただくことは無理でした

が、先生の意思を受け継いで私たちも頑張って参りたいと思います。引き続きご指導いただけれ

ば幸いです。ありがとうございました。         岐阜空襲を記録する会 中島裕子 

2018年 8月  

岐阜市平和資料室で 

川崎市にあった登戸研究所

は 1945年 3月駒ヶ根のお寺や

学校に疎開工場を設置しまし

た。現在資料室になっている中

澤国民学校も第二工場として、

本土決戦に向けて高等科２年

生の女生徒が缶詰爆弾に火薬

を詰める作業を8月まで行わさ

れました。この資料館は登戸研

究所の全体像をたくさんの資

料を丁寧に展示したあり、当時

の日本の異常さを垣間見る思

いでした。    （寺脇） 

資
料
室
に
使
わ
れ
て
い

る
中
澤
国
民
学
校
校
舎 

左上は缶詰爆弾の模

型。 

左下は火薬の材料の白

土。 

上の写真は生物兵器を

研究するために使用した

ろ過機。 
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あいち平和のための戦争展んで名古屋市瑞

穂区在住の伊神豊二さん（写真）が空襲死亡

者名簿より叔父さん（中島豊さん＝当時１６

歳）の名前を見つけられ、空襲による死亡経

緯を 80年ぶりに判明されました。叔父さん

にあたる中島ゆたかさんは、名簿によると 

当時の明倫中学校（現明和高校）の 4年で

19年 4月より名古屋市交通局西町工場に学

徒動員で勤務しており、市電の乗務員か西町

工場に勤務していました。6月 9日の愛知時

計・愛知航空機に対する空爆で爆死まされま

すが、名簿を見ると受傷地が熱田区船方変電

所とあり、受傷地と死亡地が同じ場所である

ので、即死状態であると思われます。   

             （寺脇） 

 

当時の名古屋市の市電路線図 
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総
会
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
山
田

富
久
さ
ん
は
、
今
年
２
月
、
岐
阜
県
各

務
ヶ
原
市
大
安
寺
地
区
に
お
い
て
全
長

４
０
０
ｍ
以
上
に
も
達
す
る
大
規
模
な

地
下
壕
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
地
下
壕
は
奈
良
県
香
芝
市
に
あ

る
通
称
「
屯
鶴
峯
地
下
壕
（
ど
ん
ず
る

ぼ
う
）」
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
経
緯
に
つ
い
て
は
現
在
な
お
不
明
で

す
。 な

お
、
屯
鶴
峯
地
下
壕
は
東
西
二
つ

の
壕
が
あ
り
全
長
は
１
ｋ
ｍ
、
文
書
や

現
地
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
東
壕
は
、
１

９
４
５
年
６
月
以
降
に
陸
軍
（
航
空
総

軍
第
１
９
地
下
施
設
隊
（
帥
１
９
５
０

２
部
隊
））
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
ま
し
た
。

本
土
決
戦
の
一
環
と
し
て
、
航
空
総
軍

司
令
部
が
予
定
さ
れ
た
陸
軍
大
正
飛
行

場
（
現
在
の
八
尾
空
港
）
と
の
関
連
が

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

大
安
寺
の
地
下
壕
も
東
の
西
の
壕
が

あ
り
、
そ
の
間
の
鞍
部
で
山
田
さ
ん
は

ビ
ー
ル
瓶
や
陸
軍
の
飯
椀
等
を
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。 

各
務
ヶ
原
は
飛
行
場
も
あ
り
、
屯
鶴

峯
地
下
壕
同
様
本
土
決
戦
に
向
け
て
施

設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
今
後
の

調
査
が
待
た
れ
ま
す
。 

中
部
産
業
遺
産
研
究
会
・
会
報
９
９

号
に
詳
し
い
報
告
書
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
脇 

東の壕は各務ヶ原市によって封鎖され

ている 

削岩機用ロッド 

右の壕の反対側にあたる陥没溝 

内部にはコンクリートの部分が２

か所ほどある。 
崩落が激しいところがあり危険 
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８
月
２
日
（
土
）
文
化
セ
ン
タ
ー
１
２

会
議
室
に
お
い
て
「
保
存
す
る
会
」
の
第

３
４
回
総
会
が
２
４
名
の
傘
下
の
元
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
会
長
並

び
に
顧
問
の
交
代
と
い
う
大
き
な
出
来

事
が
あ
り
、
戦
後
８
０
年
、
保
存
す
る
会

３
５
年
の
歴
史
の
新
し
い
一
歩
と
な
る

総
会
を
な
り
ま
し
た
。
新
体
制
と
な
り
事

務
局
員
一
同
、
新
し
い
気
持
ち
で
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
教
授
を
賜
り
た
く
存
じ
ま

す
。 

 
 
 
 

事
務
局
長 

寺
脇 

総会に先立ち記念講演会を濃尾・各務原地

名文化研究会事務局長の山田富久さんに「豊

田製鋼（現愛知製鋼）疎開工場の再発見」と

題して講演をしていただきました。 

山田さんは長らく愛知製鋼にお勤めで定

年退職後、社史にあった疎開工場に注目され

ており、足しげく現地に足を運ばれて土砂に

埋もれていた疎開工場を再発見されました。

講演会では膨大な資料に基づき、当時の日本

の戦時体制や製鋼技術にまで言及されたの

は圧巻でした。          寺脇 
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第
34
回 

瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
保
存
す
る
会

総
会
要
項 

（
会
場
） 

 

瀬
戸
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

12
会
議
室 

 
 
 
 
 
 

 
（
日
程
） 

 
 

 
 

 

13
時
30
分 

 

開
会
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 

 

 
 

司 
 

会 

野
田
茂
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13
時
35
分 

 
総
会
記
念
講
演
会 

 

 
 

進 
 
 

行 

寺
脇
正
治 

「
豊
田
製
鋼
（
現
愛
知
製
鋼
）
疎
開
工
場
の
再
発
見
」 

 

 

濃
尾
・
各
務
原
地
名
文
化
研
究
会
事
務
局
長 

 

 
 

 

山
田
富
久
さ
ん 

 

15
時
00
分 

 

総
会 

 
 

司 
 

会 
野
田
茂
生 

１
，
あ
い
さ
つ 

 

代 
 

表 
梅
野
敏
基 

２
、
本
年
度
の
活
動
報
告 

 

 
 
 
 

  
 

事
務
局
長 

加
藤 
徹 

 
 
 

 
 

３
、
会
計
報
告 

 

会 
 

計 

寺
脇
正
治 

４
，
監
査
報
告 

 
 

 

会
計
監
査 

栄
木
房
子 

５
、
次
年
度
の
活
動
方
針 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

 

加
藤 

徹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

６
，
事
務
局
人
事 

事
務
局 
 

寺
脇
正
治 

７
，
質
疑
・
応
答
・
承
認 

 
 
 

 

８
，
事
務
局
あ
い
さ
つ 

９
、
閉
会
の
こ
と
ば 

 
 

司 
 

会 

野
田
茂
生 

 
 
 

16
時
00
分 

 
 
 

終
了
予
定 

 １
、
本
年
度
の
活
動
報
告 

 
 

（
24
年
8
月
～
25
年
7
月
） 

 

 １
）
証
言
・
資
料
の
調
査
、
記
録
す
る
活
動 

・
4
月
21
日 

二
上
山
ど
ん
ず
る
峯 

西
壕
調
査 

 
 

 

参
加
：
山
田
、
寺
脇 

・
23
年
12
月
～ 

名
古
屋
空
襲
被
害
者
名
簿
（
国
家

総
動
員
令
に
よ
る
動
員
学
徒
・
徴
用
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
ク
セ
ル
入
力
作
業
：
寺
脇 

・
6
月
25
日 

愛
知
大
学
で
空
襲
被
害
者
名
簿
入
力

作
業
の
依
頼
：
寺
脇 

 
 

 

 

２
）
市
民
・
県
民
に
向
け
た
広
報
活
動 

 

２
０
２
４
年 

・
８
月
１
日 

東
海
テ
レ
ビ
取
材 

→

16
日
放
映 

「
ニ
ュ
ー
ス
ワ
ン
大
谷
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
地
下
工
場
跡

地
紹
介 

・
８
月
11
日 

第
33
回
瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
保

存
す
る
会
総
会 

参
加 

23
名
、 

事
務
局
：
加
藤
徹
、
熊
谷
、
野
田
、
芝
田
、
大
橋
、
寺

脇 
 

総
会
講
演
会 

講
演
者 

西
田
敦
さ
ん
「
奈
良
の
銃
後 

―

隠
さ
れ
た
空
襲―

」 

・
8
月
15
日
～
18
日 

あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争

展 
 

事
務
局 

寺
脇
、
梅
野
、
芝
田
、
大
橋 

 
・
10
月
10
日 

パ
ル
テ
ィ
せ
と
交
流
フ
ェ
ス
タ 

展

示
参
加 

・
10
月
19
日 

聖
霊
中
高
生
土
曜
セ
ミ
ナ
ー
で
地

下
工
場
見
学 
生
徒
４
名
，
保
護
者
4
名
、
事
務
局
：

芝
田
、
大
橋
、
寺
脇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２
０
２
４
年 

・
1
月
25
日 

現
地
見
学
会 

水
野
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 

25
名
参
加 

 

事
務
局
：
梅
野
、
加
藤
徹
、
芝

田
、
寺
脇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
4
月
16
日 

愛
知
大
学
戦
後
８
０
年
企
画
講
演

会
「
保
存
す
る
会
の
35
年
」 

報
告
：
寺
脇 

・
５
月
24
日 

戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
第
２
回 

「
米
軍
資
料
か
ら
見
る
熱
田
空
襲
」
各
務
ヶ
原
郷
土
史

家 

福
手
一
義
さ
ん 

 

文
化
セ
ン
タ
ー
12
会
議
室 

 
 
 

参
加
者
24
名 

 
 

事
務
局
：
寺
脇
、
加
藤
徹 

・
6
月
21
日 

聖
霊
中
高 

土
曜
セ
ミ
ナ
ー
で
現

地
見
学 

 

生
徒
5
名
、
保
護
者
４
名
、
教
員
３
名 

 
 

事
務
局
：
寺
脇 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

閲
覧
数 

２
8

4
３
7 

(

７

月
24
日
現
在
）（
１
年
間
で
ア
ク
セ
ス
約
１
３
０
０
） 

 

３
）
戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
、
他
団
体
と
交
流
、
全
国

に
紹
介
す
る
活
動 

２
０
２
４
年 

・
8
月
17
日
～
19
日 

戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
第
２
７
回
北
九
州
や
は
た
大
会
（
九
州
国
際
大

学
）
参
加
：
寺
脇 

 
 
 
 
 

 

・
12
月
8
日 

戦
災
・
空
襲
記
録
づ
く
り
第
４
０

回
東
海
交
流
会
、
参
加:

寺
脇 

空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
全
国
連
絡
協
議
会
誌

「
空
襲
通
信
」
に
交
流
会
内
容
を
報
告 

寺
脇 

 

２
０
２
５
年 

・
３
月
30
日 

春
の
戦
跡
見
学
会 

関
ヶ
原
戦
跡

見
学
会 

参
加
者
24
名 

事
務
局
、
加
藤
徹
、
熊
谷
、

野
田
、
大
橋
、
寺
脇 

・
4
月
29
日 

豊
田
市
戦
争
展
16
名
が
瀬
戸
市

内
戦
跡
見
学 

 

案
内
：
寺
脇 

 
 

 

４
）
地
下
軍
需
工
場
跡
地
を
保
存
・
整
備
す
る
活
動 

２
０
２
４
年 

 

・
10
月
6
日 

現
地
倒
木
除
去
作
業 

 
 

参
加
：
加
藤
徹
、
加
藤
敏
晴
、
芝
田
、
寺
脇 

・
12
月
1

4
日 

現
地
整
備
作
業 

 
  

 

参
加
：
梅
野
、
加
藤
徹
、
熊
谷
、
野
田
、
芝
田
、
大
橋
、

寺
脇 
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５
）
組
織
活
動
（
会
報
の
発
行
） 

・
会
報
を
５
回
（
NO

1

8
３
～ 

NO

1

8

7
）
発
行 

 

６
）
瀬
戸
市
及
び
諸
機
関
に
対
す
る
要
請 

・
10
月
15
日 

愛
知
県
県
民
文
化
局
文
化
部
文
化

芸
術
課
文
化
財
室
長
あ
て
に
地
下
工
場
跡
地
保
存
と

戦
争
遺
跡
調
査
の
経
過
内
容
の
報
告
の
お
願
い
文
を

提
出 

 
 

参
加
：
梅
野
、
加
藤
徹
、
寺
脇 

・
10
月
24
日
瀬
戸
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
へ 

 

質
問
文
と
証
言
集
を
提
出
。
参
加
：
梅
野
、
寺
脇 

瀬
戸
市
地
域
振
興
部
文
化
課
課
長 

瀬
戸
市
美
術 

館
館
長 

川
原
千
佐
栄
さ
ん
に
質
問
文
を
提
出 

 
 

 
 
 
 
 
 

参
加
：
梅
野
、
寺
脇 

・
11
月
7
日 

質
問
状
に
対
す
る
瀬
戸
市
長
名
の
回

答
を
得
る
。 

 

２
０
２
５
年 

・
1
月 

教
育
委
員
会
教
育
長
、
瀬
教
組
組
合
長
、
瀬

戸
市
教
職
員
労
組
執
行
委
員
長
、
瀬
戸
市
小
中
学
校
社

会
科
研
究
会
会 

長
あ
て
に
市
長
名
で
の
回
答
に
対

し
て
の
見
解
を
尋
ね
る
書
類
を
郵
送 

 
 

 
 

回
答 

教
育
長
、
市
教
労
委
員
長
、
瀬
社
研
会
長 

・
4
月
22
日 

瀬
戸
市
議
会
議
員
に
質
問
状
配
布
依 

 
 

頼
： 

参
加 

梅
野
、
寺
脇 

 

回
答 

市
議
２
６
名
中
３
名 

 

 ７
）
保
存
す
る
会
の
運
営
・
会
員
の
拡
大 

・
事
務
局
会
議
を
毎
月
第
２
水
曜
日
（
8
月
以
外
） 

 

開
催
。
会
員
数
は
、
７
月
２
６
日
現
在 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
５
７
名
。 

   

２
、
会
計
報
告 

な
ら
び
に
監
査
報
告 
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３
、
次
年
度
の
活
動
方
針
（
25
年
8
月
～
26
年
7
月
） 

 

 １
）
証
言
・
資
料
を
調
査
、
記
録
す
る
活
動 

・
地
下
軍
需
工
場
に
関
す
る
新
た
な
証
言
や
資
料
、 

瀬
戸
地
域
の
戦
争
体
験
談
、
戦
時
下
の
市
民
の
く
ら 

し
や
産
業
・
職
場
の
状
況
な
ど
の
写
真
や
記
録
、
地 

域
に
残
っ
て
い
る
遺
跡
な
ど
を
調
査
す
る
。 

 ２
）
市
民
・
県
民
に
向
け
た
広
報
活
動 

 
 
 
 

 

 

①
あ
い
ち
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
（
8
月
1

4
日 

 

～
1

7
日 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
矢
田
）
に
参
加
す 

 

る
。 

 

②
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

瀬
戸
に
協
賛
す
る 

 

と
共
に
「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
」
に
参
加
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

③
地
域
宣
伝
に
努
力
す
る
。
ま
た
、
地
域
の
活
動
・ 

 

 

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
「
地
下
軍
需
工
場
跡
を
史
跡 

 
 

 

 

に
！
」
の
理
解
を
広
め
る
。 

 

④
瀨
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を
見
学
す
る
会
を
開
催 

 

す
る
。
（
２
６
年
1
月
）
現
地
見
学
会 

 

⑤
瀬
戸
市
生
涯
学
習
市
民
講
師
と
し
て
学
校
や
他 

 

団
体
の
要
請
に
応
じ
講
演
講
習
な
ら
び
に
資
料
を 

 

貸
し
出
し
を
行
う 

 

⑥
地
下
軍
需
工
場
跡
地
散
策
遊
歩
道
マ
ッ
プ
・
看
板 

 

等
が
公
共
機
関
に
設
置
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る
。 

 

 

⑦
瀬
戸
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
と
し
て 

 

市
民
と
の
交
流
を
図
る
。
（
交
流
フ
ェ
ス
タ
参
加 

 

10
月
？
日
（
土
）
） 

 

⑧
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
デ
ジ
タ
ル 

 

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
。 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 

 

 
h

ttp
://o

b
.a

ita
i.n

e
.jp

/~
te

ra
-m

/in
d

e
x
.h

tm
 

 

 

２
０
０
１
年
8
月
開
設 

 

フ
エ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（
２
０
１
２
年
4
月
開
設
） 

 
 

 
 

 

い
ず
れ
も
「
瀬
戸
地
下
」
で
検
索 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

メ 

ー 

ル 
 

te
ra

-m
@

o
b
.a

ita
i.n

e
.jp

 
 

 

 
  

 
 

 

３
）
戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
、
他
団
体
と
交
流
、
全
国

に
紹
介
す
る
活
動 

 

① 

戦
争
遺
跡
保
存
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
す 

 

る
。 

 

②
第
２
8
回
戦
争
遺
跡
保
存
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

 

松
本
大
会
参
加
予
定 

8
月
23
日
（
土
）
全
体
会
、
24
日
（
日
）
分
科
会 

、 
 
 

 

25
日
（
月
）
現
地
見
学
会 

 

 
③
空
襲
・
戦
災
を
記
録
す
る
会
全
国
連
絡
会
議
に
参 

 

加
す
る
。 

 

④
戦
災
・
空
襲
記
録
づ
く
り
東
海
交
流
会
に
参
加
す 

 

る
。 

（
12
月
1

4
日
（
日
））
ピ
ー
ス
あ
い
ち 

 

⑤ 

戦
争
遺
跡
等
の
見
学
会
を
２
６
年
３
月
末
日
曜 

 

日
に
開
催
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

４
）
地
下
軍
需
工
場
跡
地
を
保
存
・
整
備
す
る
活
動 

 

・
地
下
軍
需
工
場
跡
地
の
整
備
（
入
口
な
ど
を
巡
る 

 

散
策
道 

草
刈
、
案
内
表
示
板
の
設
置
等
）
を
行
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
）
組
織
活
動
（
会
報
の
発
行
・
会
員
の
拡
大
） 

 

① 

会
の
取
り
組
み
・
証
言
・
会
員
か
ら
の
た
よ
り 

 

を
会
員
に
伝
え
る
た
め
、
会
報
を
年
５
回
程
度
発
行 

 
 

 

す
る
。 

（
皆
様
か
ら
の
御
意
見
・
情
報
・
証
言
を
お
待
ち
し 

て
お
り
ま
す
。） 

 

② 

会
の
活
動
費
・
会
報
の
郵
送
代
に
す
る
た
め
、 

 

 

会
費
を
徴
集
す
る
。（
１
年
１
口 

１
０
０
０
円
） 

※
振
込
用
紙
で
送
金
さ
れ
る
場
合
は
、
振
込
手
数
料 

 

で
お
願
い
し
ま
す
。 

③ 

会
員
を
拡
大
を
図
る
。 

 

 
 

 
 

（
７
月
２
６
日
現
在 

１
５
７
名
） 

 

６
）
瀬
戸
市
・
県
・
国
へ
の
要
請 

・
地
下
軍
需
工
場
跡
地
一
帯
が
保
存
さ
れ
「
平
和
へ
の 

 

散
歩
道
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
瀬
戸
市
・
県
・
国 

 

に
要
請
す
る
。 

・「
水
野
の
里
郷
土
館
（
仮
称
）
づ
く
り
」 

歴
史
と
自
然
の
宝
庫
「
水
野
の
里
」
の
素
晴
ら
し
さ 

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
平
和
を
考
え
る
資
料
館
づ
く 

り
を
め
ざ
す
。 

 ７
）
保
存
す
る
会
の
運
営 

・
事
務
局
会
議
を
毎
月
（
8
月
以
外
）
１
回
開
催
。 

 

毎
月
第
２
水
曜
日
午
後
５
時
30
分
よ
り
、市
職
労
組 

 

合
事
務
所
で
。 
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８
） 

年
間
活
動
計
画 

 
 
 
 

（
２
９
２
５
年
8
月
～
２
０
２
６
年
7
月
） 

 
 

                                

                                  

 

９
）
事
務
局
体
制 

 

質
疑
・
応
答
・
承
認 

事
務
局
員 

紹
介
・
あ
い
さ
つ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

 
 

資
料
・
調
査 

 

羽
根
田
正
之 

 広
報
・
渉
外 

 

 

加
藤 

徹 
 資

料
・
調
査 

 

野
田
茂
生 

 代
表 

 

渡
辺
哲
国 

 広
報
・
渉
外 

 

 

大
橋
正
博 

 広
報
・
渉
外 

 

 

加
藤
敏
晴 

 顧 
 

問 

 

大
塚
英
二 

 資
料
・
調
査 

 

熊
谷
達
也 

 顧 
 

問 

 

樫
村
愛
子 

 事
務
局
長
（
会
報
・
会
計
） 

 

寺
脇
正
治 

欠
席 

広
報
・
渉
外 

会
計
監
査 

芝
田
政
春 

 

榮
木
房
子 
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新
代
表
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺
哲
国 

  

私
は
ヒ
コ
ー
キ

野
郎
で
し
て
、
サ

ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ

ン
の
詩
「
青
春
」

に
あ
る
よ
う
に
歳

に
拘
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
好
き
な
こ

と
を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

妻
は
数
年
前
に
旅
立
ち
、
お
独
り
様
・
や
も
め

の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
暮
ら
し
で
す
。 

一
番
に
気
に
な
る
の
は
認
知
症
で
す
。
時
々
、

認
知
症
の
会
合
に
参
加
し
、
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
も
行
き
情
報
を
得
て
い

ま
す
。 

ボ
ケ
防
止
活
動
と
し
て
Ｒ
Ｃ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や

ヨ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
ヒ
コ
ー
キ

を
２
７
機
、
ヨ
ッ
ト
を
５
隻
を
所
有
し
て
い
ま
す
。 

愛
知
航
空
機
と
の
出
会
い
は
、
そ
も
そ
も
愛
知

航
空
機
な
ん
て
い
う
会
社
に
は
興
味
が
な
か
っ

た
ん
で
す
が
、
縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の
で
学
生

時
代
は
学
連
航
空
部
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
訓
練
合
宿

に
よ
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
費
用
を
稼
ぐ
た
め
に
叔
母
の
経
営
す
る

旅
館
（
名
古
屋
市
）
で
書
生
も
ど
き
ア
ル
バ
イ
ト

を
や
り
稼
い
で
い
ま
し
た
。 

そ
こ
で
書
生
を
４
年
間
や
り
ま
し
た
。
番
犬
の

秋
田
犬
の
世
話
か
ら
電
球
の
交
換
な
ど
い
ろ
い

ろ
頼
ま
れ
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
旅
館
に
日
産
か
ら
愛
知
機
械
に
派
遣
さ

れ
たH

専
務
が
滞
在
し
て
お
り
、
就
職
は
ど
う
す

る
ん
だ
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
志
望
な

ら
愛
知
機
械
を
紹
介
で
き
る
が
、
と
い
う
こ
と
で

愛
知
機
械
に
入
社
し
ま
し
た
。 

ア
ツ
タ
発
動
機
と
の
出
会
い
は
、
カ
ム
デ
ン
航

空
博
物
館
と
い
う
の
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ

っ
て
、
友
達
が
こ
こ
に
展
示
し
て
あ
る
飛
燕
の
ハ

の
４
０
と
い
う
エ
ン
ジ
ン
が
ど
う
も
お
か
し
い

ぞ
、
ア
ツ
タ
（
エ
ン
ジ
ン
）
じ
ゃ
な
い
の
か
と
言

っ
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
の
が
愛
知
航
空
機

と
の
付
き
合
い
の
始
め
で
す
。 

 

そ
の
エ
ン
ジ
ン
を
調
べ
る
た
め
に
愛
知
航

空
機
の
Ｏ
Ｂ
会
に
入
り
ま
し
て
、
そ
こ
か
ら
資
料

を
集
め
て
、
さ
ら
に
私
の
親
友
が
愛
知
航
空
機
の

技
術
部
試
作
設
計
部
の
課
長
だ
っ
た
尾
崎
紀
男

（
お
ざ
き
と
し
お
）
氏
の
次
男
で
「
親
父
を
紹
介

し
ろ
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
も
資
料
を
集

め
て
世
界
で
私
が
一
番
、
愛
知
航
空
機
の
資
料
を

集
め
た
と
思
い
ま
す
。 

晴
嵐
と
の
出
会
い
は
、
友
達
が
「
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
で
晴
嵐
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
な
ん
と
か
し
ろ
」

と
い
う
話
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
晴
嵐
の
修
復
を
１

０
年
ぐ
ら
い
、
現
地
に
３
，
４
回
行
っ
て
、
現
地

の
ス
タ
ッ
フ
を
い
ろ
い
ろ
助
け
た
り
、
助
け
ら
れ

た
り
し
て
や
っ
て
い
ま
し
た
。
お
金
が
な
い
の
を

彼
ら
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は
知
っ
て
い
る
の
で
、
だ

い
た
い
居
候
で
す
。
日
本
で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と

言
っ
て
ま
す
が
、
あ
ち
ら
で
は
ホ
ー
ム
ゲ
ス
ト
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
が
朝
、
６
時
か
ら
昼
の
１

５
時
ま
で
な
の
で
、
朝
４
時
に
起
き
て
朝
食
を
と

っ
て
６
時
か
ら
仕
事
を
し
て
３
時
に
終
わ
る
。
３

時
に
終
わ
る
と
ま
だ
明
る
い
の
で
ラ
ジ
コ
ン
の

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
友
人
に
教
え
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
修
復
作
業
は
２
０
０
０
年

に
終
わ
っ
た
が
、
２
０
０
１
年
に
記
念
式
典
を
や

る
の
で
来
い
と
言
わ
れ
て
行
く
準
備
を
し
て
い

た
ら
９
・
１
１
に
テ
ロ
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
中
止

に
な
り
ま
し
た
。 

戦
後
５
０
年
と
い
う
こ
と
で
、
動
員
学
徒
と
か

特
攻
隊
と
か
い
ろ
ん
な
人
が
手
記
を
出
す
と
い

う
こ
と
で
会
社
に
来
た
り
、
愛
知
時
計
に
来
た
り

す
る
と
た
い
て
い
、
私
の
と
こ
ろ
に
回
っ
て
く
る

の
で
こ
れ
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
い
た
ら
友
達
か
ら
航
空
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
に
入
れ
と
言
わ
れ
て
、
そ
こ
に
入
っ
て
、

「
航
空
フ
ァ
ン
」
と
か
「
丸
」
と
か
い
ろ
い
ろ
寄

稿
し
ま
し
た
。 

今
回
、
寺
脇
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
代
表
を
や
っ

て
く
れ
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、
私
は
飛
行
機
バ
カ

で
す
か
ら
飛
行
機
の
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
し
、

あ
と
は
あ
ま
り
興
味
が
な
い
し
強
く
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
け
ど
事
務
局
長
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。 

敗
戦
後
８
０
年
で
す
が
、
特
攻
な
ん
て
い
う
の

は
ど
っ
ち
み
ち
非
人
間
的
で
す
が
、
愛
知
航
空
機

で
海
軍
の
命
令
で
計
画
し
た
「
桜
花
４
３
乙
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
詳
し

く
調
べ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
出
し
ま
し
た
が
、
当
時
昼
夜

兼
行
で
設
計
し
て
ま
し
た
が
、
海
軍
に
は
そ
の
設

計
能
力
が
な
い
の
で
、
構
想
だ
け
伝
え
て
あ
と
は

全
部
「
愛
知
（
航
空
機
）」
で
や
れ
と
い
う
こ
と

で
岐
阜
県
の
垂
水
の
小
学
校
の
校
舎
な
ど
を
利

用
し
て
疎
開
を
し
て
、
設
計
を
や
っ
て
い
る
う
ち
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に
敗
戦
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
工
場
長
が
２
，

３
０
年
前
ま
で
生
き
て
い
て
話
を
聞
く
予
定
で

し
た
が
、
知
り
合
っ
て
す
ぐ
亡
く
な
っ
て
し
ま
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
「
開
発
」
ま
で
の
調
べ
た
ん
で

す
が
「
生
産
準
備
」
ま
で
は
詳
し
く
分
か
ら
な
い

状
態
で
す
。
１
０
月
１
１
日
（
土
）
に
愛
航
研
（
愛

知
航
空
機
研
究
会
）
で
こ
の
「
桜
花
４
３
乙
」
の

開
発
か
ら
生
産
準
備
ま
で
の
勉
強
会
を
や
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

少
し
は
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
な
る
と
思
い
、

私
は
趣
味
で
い
ろ
い
ろ
寄
付
を
し
て
お
り
、
晴
嵐

所
有
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｍ 

、
九

九
艦
爆
所
有
のP

la
n

e
 o

f F
a

m
e

航
空
博
物
館
に

１
１
０
万
円
寄
付
し
ま
し
た
。
現
在
は
ユ
ニ
セ
フ

に
寄
付
を
実
行
中
で
す
。 

こ
の
会
に
も
パ
ソ
コ
ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を

寄
贈
し
ま
し
た
。 

以
上
で
あ
い
さ
つ
を
終
わ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
顧
問
あ
い
さ
つ 

 
 

 
 

 

大
塚
英
二 

 

定
年
か
ら
４

年
た
ち
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
大

学
の
中
で
仕
事

を
し
て
、
地
域
の

こ
と
は
あ
ま
り

関
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
定

年
後
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
関
わ
っ
て
い
て
、
こ

の
会
も
誘
わ
れ
て
入
り
ま
し
た
。
文
化
財
の
指
定

に
向
け
た
運
動
と
い
う
こ
と
で
は
、
微
力
な
が
ら

力
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
私

は
瀬
戸
市
の
文
化
財
保
護
審
議
会
の
委
員
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
文
化
財
の
指
定
と
い
う
の
は

結
構
難
し
い
の
で
す
が
、
な
ん
ら
か
の
橋
渡
し
は

で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
県
の
方
は
登
録
文

化
財
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
し
て
、
今
ま
で
国
し

か
登
録
文
化
財
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
数
年
前
か
ら
県
で
も
登
録
文
化
財
制
度
が
で

き
ま
し
た
。
瀬
戸
市
の
方
に
も
県
か
ら
登
録
文
化

財
の
候
補
が
あ
る
か
ど
う
か
問
合
せ
が
来
て
い

る
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
遺
跡
に
つ
い
て
市
は

何
も
言
わ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
市

が
候
補
と
し
て
積
極
的
に
報
告
し
調
査
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う

い
う
こ
と
を
少
し
図
っ
て
み
よ
う
か
な
と
い
う

よ
う
な
心
づ
も
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県

の
文
化
財
保
護
審
議
会
で
は
同
僚
だ
っ
た
上
川

通
夫
さ
ん
が
い
ま
委
員
を
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
か
ら
い
ろ
い
ろ
伝
え
て
県
の
方
に
話
を

つ
け
ら
れ
な
い
か
な
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
顧
問
あ
い
さ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樫
村
愛
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

豊
橋
市
に
あ
る
愛
知
大
学
文
学
部
の
社
会
学

教
員
の
樫
村
と
申
し
ま
す
。
私
自
身
は
１
０
年
前

の
２
０
１
５
年
あ
た

り
か
ら
、
戦
争
と
平

和
教
育
の
研
究
を
始

め
ま
し
た
。
戦
争
社

会
学
研
究
会
と
い
う

学
際
的
研
究
会
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
て
い
る
の
は
社
会
学
者
で
、

戦
争
の
問
題
は
、
や
は
り
社
会
全
体
の
問
題
と
し

て
、
社
会
学
は
大
き
く
関
わ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
社
会
学
と
共
に
心
理
学
、
精
神
分
析
が

専
門
で
す
が
、
戦
争
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
は
８
０
年

た
っ
て
も
消
え
な
い
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
私
の
義
母
は
広
島
の
被
爆
者
で
夫
は
被
爆
２

世
で
す
が
、
自
分
の
両
親
か
ら
も
、
や
は
り
ど
こ

か
で
戦
争
の
記
憶
を
引
き
継
い
で
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
ま
た
沖
縄
の
戦
争
体
験
の
継
承
活
動
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
や
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
５
年
の
と
き
は
、
学
生
と
社
会
調
査
実

習
で
豊
橋
中
心
で
戦
争
体
験
継
承
活
動
の
調
査

を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
今
回
２
０
２
５
年
は
戦
後

８
０
年
で
、
さ
ら
に
愛
知
へ
と
広
げ
て
調
査
し
て

い
ま
す
。
寺
脇
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
と
関
係
者
を

紹
介
し
て
い
た
だ
い
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
の
会
は
本
当
に
活
発
で
豊
か
な
活
動
を

さ
れ
て
い
て
す
ご
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
お

役
に
た
つ
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
大
学
の
定
年
ま
で
も
あ
と
３
年
ほ
ど
あ
る

の
で
、
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

以
上 



            保存する会会報 NO.188 号 2025 年 9 月 20 日 

- 14 - 

  
 



            保存する会会報 NO.188 号 2025 年 9 月 20 日 

- 15 - 

   
 



            保存する会会報 NO.188 号 2025 年 9 月 20 日 

- 16 - 

 

                         

        

 

 まだまだ暑い日が続きますが、皆様いか

がおすごしでしょうか？私、不覚にも脳梗塞

を患い 1週間、人生初の入院生活を送りま

した。幸いにも軽度で済み、日常生活にはあ

まり支障はありませんが、それでも PCのキ

ーボード操作など普段にもましてミスが多

く苦労しております。 

皆様もお体にはくれぐれもご注意くださ

い。     

       2025年 9月 15日（T） 

            

         

 

 

 

 

                       

ありがとうございました！ 

寺脇様 

昨日は、講演の機会を与えていただき、ありがとうございました。 

パワポの準備過程で、学ぶことが多く大変勉強になりました。 

講演としては盛り込み過ぎで、ご迷惑をかけました。 

退職して 7年振りにあった会社の後輩は、さほど親しかったわけでもないのに、武豊から来

てくれて感激しました。 

詳しい感想文なので、お知らせします。 

僕の意図した部分（疎開・本土決戦）は伝わったかな、と喜んでおります。山田 

Nさんの感想  

 『本日のご講演「豊田製鋼(現愛知製鋼)疎開工場の再発見」 

大変参考になりました。どうもありがとうございました。 

疎開工場の話より、そのバックグランド（疎開、本土決戦等々）の話のほうが参考になりまし

た。また、CBCのニュースはよくまとまっており、わかりやすかったです。』 

           後略                      山田富久さん 

 わたしの伯父は 19 歳。1945 年 5 月 23 日 

   鹿児島鹿屋基地から沖縄方面へ特攻す  Ý・K 

 敗戦後 80年が経ちました。わたしの父親 3兄弟は全て予科練に志願し、特攻隊員を目指し

て、猛訓練に耐えました。わたしの父親は 1945年 3月の戦艦大和の沖縄特攻に志願し 

残念ながら、最終段階で「選ばれず」、その事で戦後一生涯死んでいった仲間達に「申し訳な

い」と言う思いを背負い込んで 65歳の生涯を終えました。わたし自身 60歳の還暦の年 

父親たち 3兄弟が「何故」死を「志願」したのか、その思いを少しでも「解る」事を目指し 

伯父が特攻に飛び立った、同日・同時刻・同じ鹿屋基地周辺に立って、「献杯」を捧げました。

長年考え続けてきた「テーマ」でしたが、遂に「理解」する事は叶わず、わたしのできる事は、

この世界から「戦の火を失くすこと」だと改めて決意しました。世間には特攻を美化する傾向が

少なからずありますが、人間の「命」は「鴻毛より軽し」と教育された結果、アジアで 2000万、

日本人 300万強、被爆者は数十万、本年も 4000人強被爆後 80年も「苦しみ」抜いた人生を送

り、亡くなりました。わたしは「草木国土悉皆有仏」を大切にしています。                         

浅川地下壕の保存をすすめる会の中田均さ

んから「浅川地下壕」と名古屋市の丸田義博

さんからは「名古屋空襲を語る」を贈呈して

いただきました。ありがとうございました。 


